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と
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ス
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非
常
に
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り
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い
を
感
じ
る
。
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あなたの貯金がクマ被害対策の一歩に！

定期貯金利息を

満額受け取ることができる2
1

本商品は一般的な定期貯金同様、決められた期間お預入れ
いただくと満期後にお利息を満額受け取ることができます。

クマ被害対策応援定期貯金を

利用するメリット

お客様からお預入れいただいた定期貯金に金利を上乗せするとともに、
当ＪＡが秋田県クマ被害対策事業に寄附を行うキャンペーン定期です。

本商品にお預入れいただくと、
お客様の負担は０円でクマ被害対策事業に
寄附することができます。

お客様負担なしで

クマ被害対策の応援ができる

クマ被害対策
応援定期貯金

当ＪAが
寄附します

相当額

お客様の負担なし

クマ被害対策応援定期貯金とは 

当ＪＡ
貯金者

定期貯金（個人・法人のお客様）

預入額の
0.02％を寄附
（相当額）

6 30 火5 1金

2026年

取 扱 期 間

％0.02

クマ被害
対策事業

秋田県

商 品 概 要

対象商品 スーパー定期貯金（単利型）、大口定期
対 象 者 個人・法人（団体含む）
預入期間 １年（自動継続可）

払戻方法 満期日以後に一括して払い戻します。
寄 附 先 秋田県
寄 附 額 定期貯金預入額の0.02％（上限60万円）

※中途解約の場合には、所定の中途解約利率が適用されます。　※2026年５月１日基準
※金利情勢等により、予告なく本定期貯金のお取扱いを中止させていただく場合があります。
※当ＪＡからの寄附となるため、寄附金の領収書は発行いたしません。
※ご継続の際は、その時点での店頭金利が適用されます。

預入金額 10万円以上（1円単位）
ただし、新たなご資金または上乗せ額が10万円以上の預入に
限らせていただきます。

JA秋田ふるさと

本 店
金 沢 支 店
大 雄 支 店
増 田 支 店

●
●
●
●

☎
☎
☎
☎

3 2 - 3 4 0 6
3 7 - 2 1 2 2
5 2 - 2 5 1 1
4 5 - 2 0 3 0

●
●
●
●

横 手 支 店
平 鹿 支 店
大 森 支 店
金 融 課

☎
☎
☎
☎

3 2 - 1 3 3 1
2 4 - 2 3 3 1
2 6 - 2 0 5 9
3 5 - 2 6 5 3

●
●
●

山 内 支 店
雄物川支店
十文字支店

☎
☎
☎

5 3 - 2 1 2 1
2 2 - 3 2 4 0
4 2 - 1 0 1 1

お申込み・お問い合わせは下記へどうぞ。

0.45
1年もの 店頭表示金利

＋上乗せ金利
%
%

％
（税引後金利0.3585%）※令和８年５月１日現在

0.35
0.10
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令和７年度ＪＡ部会組織を振り返り、活動基本方針や抱負をお伝えします

大豆部会 部会長　伊藤　一男

　消費者へ安全で安心な「ＪＡ秋田ふるさと産大豆」
を供給するため、部会員全員が農薬使用基準を順守
し、良質大豆の安定生産を目指すとともに生産販売
に必要な情報提供に努めて参ります。

　　　７月の干ばつや収穫期
の長雨により品質面で影響を
受けたが、収穫量は前年比約
６～７％増を記録。コスト高
の中でも農業の重要性を再認
識し、生産者一丸となり生産
に励んでいく。

西瓜部会 部会長　佐藤　保

˙出 荷 量：4,200ｔ
˙販売金額：12億円

　　　昨年度は気象災害や資材
高騰に悩まされたが、本年も品
質向上と長期安定出荷により、
市場の信頼を積み重ねていく所
存。重労働ではあるが、産地一
丸となり、やりがいあるスイカ
栽培に邁進していこう。

稲作総合部会 部会長　柴田　康孝

　「食の安全と環境に配慮した米生産」「低コスト省
力型米生産」「市場ニーズにマッチした米の提供」
を軸にした「こだわりのある米生産」に努め、「求
められる産地」を作り上げてまいります。

　　　手取り確保に向け、品
質及び反収確保を第一に活動
し、みどりの食料システム戦
略に資する環境配慮等「持続
可能な稲作」を実践し、販売
先から選ばれる産地を作って
いく。

きのこ部会 部会長　西野　隆功

˙生 産 量：2,109.5ｔ
˙販売金額：26億950万円

　　　厳しい経営環境に打ち
克つため、生産技術の向上を
図り、生産コストの節減に努
め、夢や希望を持てる後継者
育成にも取り組み、作り手か
ら買い手まで相互共感できる
販売の促進を図る。

アスパラ部会 部会長　小松田　英人

　　　昨年の厳しい環境下
で、高品質・安定出荷を行う
ことができた。コスト増や担
い手不足の課題に対し、関
係機関と連携し部会の持続
的発展を目指していきたい。

枝豆部会 部会長　近江谷　久雄

˙生 産 量：220ｔ
˙販売金額：１億7,600万円

　　　天候に左右されず高
品質・安定出荷できる技術
の研鑽を図るとともに、部
会員個々の技術の底上げを
目指す。

綺麗な水と美味しい空気で育てた

安全安心な食材を届けたい

ＪＡ秋田ふるさとの願いです

きのこ部会令和８年度生産販売目標枝豆部会令和８年度生産販売目標

西瓜部会令和８年度販売目標
˙出 荷 量：37.5ｔ
˙販売金額：5,500万円

アスパラ部会令和８年度販売目標
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りんご部会 部長　田中　正博

˙りんご：200,000原箱／10億５,000万円
˙西洋梨：20,000原箱／１億4,000万円

　　　昨年の干ばつによる
小玉傾向や獣害を安定出荷
で乗り切ることができた。離
農者の増加に危機感を示し
つつも、若手を中心に産地
維持へ全力を尽くしていく。

青年部 部長　小原　暢

　　　昨年度の青年大会では
盟友の活躍と支援に感謝申し
上げる。人手不足の中ではあ
るが、持続可能な農業の実現
のため盟友一丸となって協力
体制で今年度の活動を推進し
ていく。

ぶどう部会 部会長　山下　聡

˙生 産 量：221ｔ
˙販売金額：１億2,500万円

　　　今期は、雪解けが早く
春作業が順調に進んでいる。
天候に左右されない栽培技術
の確立と、早期の電気柵設置
によるクマ被害防止を呼びかけ、
高品質なブドウの安定生産を
部会一丸となって目指していく。

花卉総合部会 部会長　柿﨑　和俊

˙部 会 目 標：７億円
˙部会員目標：1,000万円

　　　燃料問題や物価高騰
で花き栽培に支障をきたす
可能性がある。部会員の生
産活動を後押しして盛り上
げていける花卉総合部会で
ありたいと思っている。

˙出 荷 量：300ｔ
˙販売金額：１億2,000万円

　　　天候不順により作業の
遅れがみられるが、今期も市場
から昨年同様高単価が期待さ
れている。今年も高温等の厳し
い栽培環境が予想されるが、栽
培対策を徹底し、健康第一で今
年度の栽培に取り組んでほしい。

ＪＡ直売の会「ふるさと安心畑」 会長　佐々木　淳

˙会員数目標：120人
˙販 売 金 額：１億1,800万円

　　　猛暑や鳥獣害など厳
しい栽培環境でした。全国
共通の課題である品不足や
高齢化克服のため、栽培講
習会や新規会員勧誘を強化
し、産直を盛り上げていこう。

　多様な担い手の確保と次世代リーダーの育成に向
け、今後必要となる地域の目標地図の作成やスマー
ト農業の実践と普及拡大、他団体の若手農業者との
交流に積極的に関わって参ります。

　「あい♥」からはじまる「元気な地域」をみんなの力でを
メインテーマに「助けあい♥」「学びあい♥」「育てあい♥」
の２年目の実践年になります。この三つの重点テーマに基づ
き、ＪＡグループ秋田の一員として、消費者と生産者が協力
し合う関係づくりに向け、教育文化活動や食農教育に引き続
き取り組み、ＪＡ運営へ積極的な参画をすすめます。

　　　今一度国消国産の理解
を深め、食べることと農業を
つなげた食農教育や地域貢献
活動の実施。そして多彩な各
支部の行事に参加し楽しく活
動していこう。

女性部 部長　柿﨑　由美子

トマト部会 部会長　笈川　俊光

きゅうり部会 副部会長　佐藤　和徳

˙生 産 量：900ｔ
˙販売金額：３億円

　　　近年の異常気象に対
し、高品質・安定出荷に向
け、引き続き多機能型低温倉
庫の保管機能と物流体制強
化による有利販売から、販売
単価の向上と市場流通を中
心に販売強化を行っていく。

りんご部会令和８年度目標集荷箱数、販売目標ぶどう部会令和８年度生産販売目標

花卉総合部会令和８年度販売目標

トマト部会令和８年度販売目標ＪＡ直売の会「ふるさと安心畑」令和８年度目標

きゅうり部会令和８年度生産販売目標
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2026Ａｐｒｉｌ

出向く体制で令和８年産米集荷推進
　ＪＡは４月20日から24日の５日間、令和
８年産米穀の出荷契約を前に、米集荷推進運
動の一環としてＪＡ役職員により本年産米の
契約に係る「案内書」や「予備契約書」等を
米生産者へ持参し、出荷契約のお願いと「コ
スト指標」に基づいた適正な価格形成への取
り組みの説明を行いました。　
　ＪＡでは、生産者の皆様が安心して営農を
継続できるよう、令和８年産米の集荷および
価格安定に取り組んでいく方針です。

令和８年度産「サキホコレ」
は種作業はじまる！
　ＪＡでは令和８年産「サキホコレ」を179
人（法人含む）で作付けし、424㏊（前年比
132％）の栽培を行う予定です。
　４月15日に横手市の自宅敷地内で「サキ
ホコレ」のは種作業を行った秋田ブランド米
栽培研究会柴田康孝会長は、「ＪＡが作成し
た栽培マニュアルに沿って適切な栽培管理を
行い、良いサキホコレを栽培したい」と意気
込みを語りました。管内では４月下旬頃種ま
きの最盛期を迎え、５月中旬に田植え作業が
始まります。

▲�ＪＡ職員と組合員へ情報提供を行う佐藤誠一組合長（右）

米集荷一斉訪問

さくらんぼ部会
さくらんぼ部会設立総会

きのこ部会
令和７年度菌茸販売実績検討会
　きのこ部会は４月７日、よこてシャイニー
パレスで令和７年度菌茸販売実績検討会を
開き、部会員や取引市場関係者ら56人が参
加しました。令和７年度の販売金額は24億
6,100万円（前年比92％）、出荷重量1,992ｔ
（同比91％）となりました。
　また検討会では、優秀生産者表彰が行われ、
販売金額及び１菌床あたりの販売金額が上位
となった㈱ブルーファームが最優秀賞に輝き、
優秀賞を熊澤鉄男さん、㈱アースコネクトが
受賞しました。

　ＪＡ秋田ふるさとさくらんぼ部会は４月９
日、増田地区にて設立総会を開催しました。
十文字・増田両地区の生産者やＪＡ関係者約
20人が出席し、初代部会長には十文字地区
の齊藤智也氏が選任されました。近年、管内
のさくらんぼ生産は温暖化による収量低下や
生産者の高齢化が深刻化しており、従来は２
地区が個別に集荷・出荷を行っていたことで
大口ロットの形成が難しく、販売力の強化が
課題となっていました。部会の統合により、
供給体制の安定化とブランド力の向上を目指
す方針です。

▲最優秀賞に輝いた㈱ブルーファーム代表眞田祥人さん▲初代部会長に就任した齊藤部会長（十文字）

▲は種作業を行う柴田会長
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2026Ａｐｒｉｌ

各部会・協力組織総会で牛乳提供
　ＪＡは、４月３日から22日の期間に開催
された広域の生産部会や協力組織の総会時に
牛乳・乳製品消費拡大を訴えるリーフレット
と牛乳885パックを配付・提供しました。
　牛乳・乳製品消費の伸び悩みや飼料の高騰
の問題により、収益性が悪化する酪農業への
応援を目的としています。
　総会出席者は「総会時の牛乳が恒例となっ
た。ＪＡ秋田ふるさと一丸となって酪農家を
応援していきたい」と話しました。

ＪＡバンク食農教育応援事業
食育補助教材寄贈
　ＪＡは４月３日、子供たちが食・環境と農
業への理解を深めるきっかけにしてもらおう
と、補助教材620部を横手市教育委員会に寄
贈しました。この補助教材は平成20年度から
ＪＡバンクが全国的に展開している「ＪＡバ
ンク食農教育応援事業」の一つとして製作さ
れたもので、小学生（５年生を中心とする高
学年）を対象として、農業技術の移り変わり
や農産物が食卓へ届くまでの様子などを掲載。
　教材は各学校で今後、社会科や総合学習の
授業などで活用される予定です。

▲総会時に提供された牛乳とリーフレット

牛乳・乳製品消費拡大

よこて農業創生大学校入校式
農業の担い手に期待

農業機械フェア
農業機械など多数展示
　ＪＡは４月８日、「農業機械フェア」を農
業機械課の敷地内で開催しました。当日は、
131人が来場、販売実績は1,080万円となり
ました。
　会場には、最新の農業機械や管理機・刈払
機などの身近な農業機械が並びました。
　ＪＡでは、毎年春作業が始まるこの時期に
展示会を開催しており、最新機械の体験、シー
ズン初めの機械の自主点検の呼びかけや、ス
マート農業指導士による相談コーナーが設け
られ賑わいを見せました。

　横手市は４月９日、横手市園芸拠点セン
ターで、よこて農業創生大学校農業技術研修
生の令和８年度の入校式を開き、十文字町の
佐藤歩子さんと、雄物川町の小島一真さんを
農業技術研修生として受け入れました。
　髙橋大市長は「この創生大学校がもたらす
様々なネットワークや、仲間との絆を深め、
２年の農業技術研修の時間を有意義に使い、
立派な農業者として成長してほしい」と激励
しました。入校生らは２年間実習や座学を通
して、栽培技術や農業経営について学びます。

▲�スマート農業指導士（右から２番目）の説明を受ける
参加者

▲令和８年度入校の２人の技術研修生

▲伊藤孝俊教育長（左）へ柿﨑大二朗専務（右）が贈呈

77 JA通信JA通信 2026.2026. 55



四季の営農ワンポイントアドバイス

果樹課
大和屋　尚享

獣害対策に

　

昨
年
、
ク
マ
被
害
が
多
く
発
生
し
、
山
間
部
や
果
樹
園
だ

け
で
な
く
、
市
街
地
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
今
年
も
す
で
に

ク
マ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
果
樹
園
で
の
ク
マ
被

害
は
「
食
害
」
だ
け
で
な
く
、
木
に
登
り
、
ク
マ
棚
を
作
っ

た
り
、
果
実
を
食
べ
る
時
枝
を
引
っ
張
る
際
に
生
じ
る
「
枝

折
れ
」
も
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
目
に
見
え
る
被
害
以

外
に
も
、「
園
地
に
行
っ
た
ら
ク
マ
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

「
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
園
地
に
行
き
た
く
な
い
」

と
い
っ
た
恐
怖
心
が
発
生
し
、
心
理
的
な
影
響
も
み
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
こ
こ
数
年
、
果
樹
園
で
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
鼻
先
で
土
を
掘
り
起
こ
し
、
ミ
ミ

ズ
や
昆
虫
の
幼
虫
等
を
エ
サ
に
し
ま
す
が
、
土
が
掘
り
起
こ

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
が
拡
大
す
る
と
乗
用
草
刈
機
等
の

走
行
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
に
は
電
気
柵
が
最
も
有
効
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
回
は
設
置
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

◎
被
害
を
受
け
る
前
に
設
置

　

最
も
重
要
な
の
は
、
被
害
を
受
け
る
前
に
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

　

被
害
を
受
け
て
か
ら
慌
て
て
設
置
す
る
生
産
者
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
こ
の
場
合
、
電
気
柵
を
設
置
し
て
も
防
御
し
き
れ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ク
マ
は
学
習
能
力
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
執
着
心

も
非
常
に
強
い
動
物
で
す
。

　

一
度
園
地
内
に
侵
入
し
、
そ
こ
が
と
て
も
良
い
エ
サ
場
だ
と
認
識

す
れ
ば
、
電
気
柵
を
突
破
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
園
地
内
に
一
度
も
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
も
し
突
破
さ
れ
た
ら

　

一
度
突
破
さ
れ
た
場
合
、
２
重
張
り
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

（
ト
リ
ッ
プ
フ
ェ
ン
ス
、図
１
）。
メ
イ
ン
と
な
る
電
気
柵
の
外
側
に
、

１
段
～
２
段
で
張
る
方
法
で
す
。
突
破
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
部
分

の
外
側
に
だ
け
張
っ
て
も
効
果
的
で
す
。

◎
傾
斜
地
で
の
設
置

　

設
置
し
て
も
侵
入
さ
れ
た
事
例
で
一
番
多
い
の
が
、
適
切
に
設
置

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
（
特
に
傾
斜
地
等
で
多
い
）。
最
下
段
の

ワ
イ
ヤ
ー
が
地
面
と
適
切
な
間
隔
に
な
っ
て
い
る
か
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
場
合
、
地
面
か
ら
20
㎝
に
な
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
高
す
ぎ
る
と
く
ぐ
ら
れ
て
侵
入
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

◎
下
草
の
管
理
（
漏
電
防
止
）

　

下
草
が
電
気
柵
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
触
れ
る
と
漏
電
し
て
効
果
が
低
下

す
る
の
で
、こ
ま
め
に
下
草
を
管
理
し
ま
す（
主
に
除
草
剤
）。
ま
た
、

時
々
テ
ス
タ
ー
で
電
圧
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
お
わ
り
に

　

電
気
柵
は
心
理
柵
と
も
呼
ば
れ
、
動
物
に
対
し
て
「
こ
の
線
は
触

る
と
痛
い
！
こ
れ
は
怖
い
も
の
だ
！
」
と
認
識
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

設
置
す
る
こ
と
で
、
大
切
な
作
物
を
守
る
こ
と
は
勿
論
、
自
身
の

安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
横
手
市
で
は
今
年
度
も
電
気
柵
の
購
入

助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
助
成
を
希
望
す
る
方
は
お
早
目
に
申
請
く

だ
さ
い
。

しましょう！早めに設置
■
電
気
柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

◇お問い合わせ◇
果樹課

☎ 0182-23-6266

▲電気柵を設置した様子

メインとなる電気柵
からワイヤーをつな
ぐ。外側の電気柵
と内側の間隔は30
～50cm（イノシシ
やクマが対象の場合
は、30cm）

外側のワイヤーの段数は
イノシシが１段（地面から
20cm）、クマは２段（地面
から20cmずつ）が推奨

侵入方向

図１

電気柵を
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「アスパラとえびの春巻き」

●材料（２～３人分）

　材料を切って巻いて揚げるだけ。皮はパリッと、アスパラはホクホク、エビはプリプリ
で食感のお祭りのような一品。味付けは塩のみでアスパラの甘味とエビのうまみのハーモ
ニーが絶品。そのままでも、塩やからし醤油などをつけてお好みで。

①材料を切る・下準備
　�　アスパラは根元の方の皮を数センチ程度ピーラーなど
でむき、４等分する。エビは殻をむき、背ワタを取り、
塩もみをして洗う。
ぶつ切りにし、酒、
塩少々をふってお
く。小麦粉を水で溶
き春巻きの皮用のの
りを作る。
②巻く
　�　アスパラ２本とエ
ビ適量を春巻きの皮
において巻き、のり
付けする。

●作り方

アスパラ	 ３本（太め）
えび	 ６尾（120ｇ）
春巻きの皮（市販）	 ６枚
酒	 小さじ１
塩	 少々
揚げ油	 適量
【皮用のり】	
薄力粉	 小さじ１
水	 小さじ１

　管内各地において部会員45名で、露地栽培のほか
半促成栽培により、３月下旬から10月上旬まで生産
出荷されています。若手の生産者も多く、令和７年度
の販売額は４千３百万円。主に県内や関東市場に向け
て出荷されており、味が濃く、形が整ったＪＡ秋田ふ
るさと産のアスパラガスは好評価を得ています。

アスパラガス

③揚げて完成
　�　180℃の揚げ油で、返
しながら３分程度きつね
色になるまで揚げて完
成。
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考
案
／
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と　

食
農
販
促
課

今
月
の推し

れ
し
ぴ

今月の 食材



①
営
農
経
済
部
門

Ｑ
１
．
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
切
り
替
え

た
こ
と
で
、
カ
ド
ミ
は
出
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
評
判
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ
１
．
切
り
替
え
初
年
度
に
あ
た
る
令

和
７
年
産
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
に
出
荷

さ
れ
た
「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
」
に
カ
ド

ミ
ウ
ム
汚
染
米
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

販
売
が
開
始
さ
れ
た
昨
年
秋
か
ら
現

在
ま
で
、
当
Ｊ
Ａ
に
は
消
費
者
か
ら
の

「
食
味
」
や
「
品
質
」
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
関
係
取
引
先
及
び
消

費
者
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
「
あ
き

た
こ
ま
ち
」
同
等
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
２
．
サ
キ
ホ
コ
レ
が
Ｃ
Ｅ
搬
入
で
き

る
案
だ
が
、
ど
の
Ｃ
Ｅ
な
の
か
。
Ｒ
Ｃ

で
受
け
入
れ
予
定
は
な
い
の
か
。

Ａ
２
．
令
和
８
年
産
よ
り
「
サ
キ
ホ
コ

レ
」
を
管
内
の
米
共
同
乾
燥
調
製
施
設

で
受
け
入
れ
る
計
画
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

受
け
入
れ
施
設
は
、
今
春
取
り
ま
と

め
る
生
産
者
か
ら
の
施
設
利
用
申
込
の

集
計
結
果
を
踏
ま
え
て
、
利
用
者
協
議

会
に
お
い
て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
込
数
量
と
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
受
け
入
れ
施
設
を
設
定
し
ま

す
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
最
寄
り
の

Ｃ
Ｅ
や
Ｒ
Ｃ
か
ら
離
れ
た
施
設
に
横
持

運
送
（
生
産
者
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
施
設

に
籾
を
持
込
み
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
で
受
け

入
れ
施
設
へ
運
搬
す
る
）
を
用
い
て
搬

入
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
理

解
願
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
今
後
も
Ｃ
Ｅ
の
利
用
者
は
増
え

て
い
く
と
思
う
の
で
、
利
用
料
金
の
値

上
げ
な
ど
を
行
い
、
も
っ
と
多
く
の
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
増
枠
、
増
設
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ
３
．
米
共
同
乾
燥
調
製
施
設
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
12
月
に
お

い
て
令
和
15
年
産
ま
で
の
利
用
調
査
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
時
か
ら
大
規
模
生
産
者
へ
の
農

地
集
積
や
作
業
委
託
が
加
速
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、
今
年
産
米
の
出
荷
契
約

取
り
ま
と
め
に
併
せ
、
あ
ら
た
め
て
共

乾
施
設
の
利
用
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
、
Ｊ
Ａ
で
定
め
た
「
地
域
農

業
振
興
計
画
（
令
和
７
～
９
年
度
）」

の
「
農
業
生
産
振
興
の
た
め
の
施
設
整

備
計
画
」
に
て
、
令
和
８
～
９
年
度
に

か
け
て
増
強
計
画
を
お
示
し
し
て
お
り
、

内
容
は
利
用
量
増
加
を
見
越
し
た
処
理

能
力
向
上
に
資
す
る
施
設
改
修
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
は
新
規
申
し
込
み
を

含
め
て
更
な
る
利
便
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
４
．
今
後
の
米
価
の
予
想
は
ど
う

か
。
な
る
べ
く
早
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ
４
．
新
た
な
「
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」

に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
認
定
し

た
団
体
に
よ
り
、
費
用
を
考
慮
し
た
取

引
の
物
差
し
と
な
る
「
コ
ス
ト
指
標
」

が
公
表
さ
れ
、
米
の
コ
ス
ト
指
標
（
生

産
段
階
／
１
～
３
㏊
規
模
）
は
玄
米
60

㎏
あ
た
り
２
０
，
５
３
５
円
で
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
指
標
を
「
合
理
的
な
根

拠
」
と
し
て
取
引
先
と
の
価
格
交
渉
に

活
用
し
、
生
産
コ
ス
ト
に
利
益
が
積
み

上
が
る
「
持
続
可
能
な
米
流
通
」
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
備
蓄
米
の
買
入
入
札
が

４
月
14
日
か
ら
複
数
回
実
施
さ
れ
て
お

り
、
令
和
８
年
産
米
に
お
い
て
、
こ
の

備
蓄
米
買
入
価
格
が
米
の
流
通
価
格
の

居
所
を
探
る
指
標
と
し
て
「
コ
ス
ト
指

標
」
と
同
様
に
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
令
和
８
年
６
月
末
民
間
在
庫

量
も
米
価
を
見
通
す
判
断
材
料
に
な
り

ま
す
が
、
昨
年
放
出
し
た
備
蓄
米
の
買

戻
し
の
動
向
に
よ
っ
て
在
庫
量
が
大
き

く
変
動
す
る
た
め
、
全
農
系
統
組
織
を

挙
げ
て
、
適
正
な
価
格
水
準
の
確
保
と

在
庫
の
過
剰
感
解
消
に
向
け
た
政
策
対

応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
概
算
金
の
具
体
的
な
目

安
額
の
提
示
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
生
産
者
の
皆
様
が
利
益
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
概
算
金
設
定
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
５
．
米
の
概
算
金
を
複
数
年
契
約
に

で
き
な
い
か
。

Ａ
５
．
令
和
８
年
産
米
に
お
い
て
、
営

農
継
続
可
能
な
価
格
を
担
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
な
が
ら
、
取
引
先
（
主
に

は
卸
）に
は
安
定
供
給
を
保
証
す
る
「
取

引
価
格
と
数
量
固
定
の
複
数
年
契
約
取

引
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
般
の
米
情
勢

か
ら
今
年
産
の
取
り
組
み
数
量
は
少
な

い
も
の
の
、
米
の
生
産
コ
ス
ト
に
利
益

を
乗
せ
て
精
算
で
き
る
販
売
価
格
と

し
、
Ｊ
Ａ
・
全
農
・
取
引
先
の
３
者
契

約
（
３
年
間
）
で
実
施
し
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
生
産
者
ま
で
含
め
た
複
数
年

契
約
（
３
年
以
上
）
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を

い
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

Ｑ
６
．
出
来
秋
の
米
集
荷
に
つ
い
て
休

日
も
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
６
．
昨
年
は
集
荷
最
盛
期
に
土
曜
日

（
一
部
日
曜
日
も
）
の
集
荷
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

９
月
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
が
土
曜
日

を
含
め
る
と
５
連
休
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
Ｊ
Ａ
で
は
連
休
中
の
集
荷
対
応
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
集

荷
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
計
画
集
荷
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ
７
．
米
穀
の
指
導
方
針
の
中
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
は
高
齢
者
に
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
現
状
何

人
登
録
が
あ
る
の
か
。

Ａ
７
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
は
、
紙

媒
体
で
の
情
報
発
出
に
比
べ
て
、
天
候

急
変
や
病
害
虫
多
発
な
ど
の
「
今
日
・

明
日
」
の
緊
急
を
要
す
る
情
報
が
一
斉

令和８年度　春季 座談会特集－みなさんの声にお答えします－

　座談会の各会場にて出された主なご意見・ご要望に
関する回答集を作成いたしました。ぜひともご一読い
ただきますようお願いいたします。
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に
迅
速
に
発
信
で
き
る
優
位
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
主
体
の
ア
プ
リ
活

用
に
な
る
た
め
、
管
内
全
て
の
生
産
者

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
紙
媒

体
の
情
報
通
知
や
緊
急
回
覧
な
ど
も
今

ま
で
通
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

尚
、
稲
作
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録

者
は
、
令
和
８
年
４
月
現
在
で
６
１
１

名
で
す
。
ご
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
ど
う

ぞ
。

Ｑ
８
．
電
気
柵
に
対
す
る
補
助
金
等
は

あ
る
の
か
。
電
気
柵
補
助
に
つ
い
て
迅

速
な
対
応
と
十
分
な
予
算
の
確
保
を
働

き
掛
け
て
欲
し
い
。

Ａ
８
．
近
年
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
等
に

よ
る
農
畜
産
物
へ
の
被
害
が
年
々
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
ク
マ
に
お
い
て

は
、
住
宅
街
な
ど
本
来
の
生
息
域
か
ら

離
れ
た
場
所
へ
の
出
没
も
相
次
い
で
お

り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
各
自
治

体
で
は
農
業
者
の
安
全
確
保
と
農
産
物

へ
の
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
電
気

柵
（
侵
入
防
止
柵
）
の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

《
参
考
》
各
自
治
体
の
支
援
事
業

横
手
市
：
獣
害
防
止
対
策
事
業
【
担

当
：
横
手
市
農
林
整
備
課
】

美
郷
町
：
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
支
援
事

業
【
担
当
：
美
郷
町
農
政
課
】

※
補
助
対
象
者
や
助
成
額
な
ど
の
要
件

が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
お
住
ま
い
の

自
治
体
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が

安
心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
行
政
に
対
し
迅
速
な
対
応
と

予
算
確
保
を
働
き
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
９
．
現
在
、
起
き
て
い
る
紛
争
等
に

よ
り
石
油
高
騰
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

肥
料
に
も
影
響
は
あ
る
の
か
。
年
度
途

中
で
値
上
が
り
す
る
よ
う
な
事
は
あ
る

の
か
。

Ａ
９
．
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
う
原

油
・
ナ
フ
サ
価
格
の
高
騰
を
受
け
、
段

ボ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
材
の
仕
入

価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
コ
ス
ト
抑
制
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
安
定
供
給
を
維
持

す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
期
中
で
の
価

格
改
定
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
値
上
げ
幅
の
圧
縮
交
渉
や
早

期
発
注
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
農
産

物
へ
の
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
市

場
交
渉
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
仕
入
価
格
が
低
下
し
た
際
は
速
や

か
に
販
売
価
格
へ
反
映
い
た
し
ま
す
。

　

生
産
者
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ
10
．
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
の
農
機
具
撤

退
に
つ
い
て
、
部
品
等
の
取
り
寄
せ
は

出
来
る
の
か
。

Ａ
10
．
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
か
ら
の

報
告
（
令
和
８
年
４
月
現
在
）
に
よ
り

メ
ー
カ
ー
に
在
庫
が
あ
る
部
品
に
つ
い

て
は
供
給
可
能
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
、
純
正
部
品
が
手
に
入
ら
な
い
場
合

で
も
、
市
販
部
品
で
対
応
で
き
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
担
当
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
部
品
供
給
が
完
全
に
終
了

し
た
機
械
に
つ
い
て
は
、
修
理
を
お
受

け
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
と
ご
了
承
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
担
い
手
支
援
室

Ｑ
11
．
農
地
賃
貸
借
の
管
理
機
構
契
約

に
お
い
て
、
受
け
手
が
「
５
年
水
張
り

ル
ー
ル
」
対
応
を
し
な
い
ま
ま
出
し
手

に
返
し
た
場
合
、
交
付
金
対
象
外
と
な

る
の
か
。
対
象
外
と
な
ら
な
い
よ
う
な

対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
11
．
農
地
中
間
管
理
機
構
契
約
に
限

ら
ず
、「
５
年
水
張
り
ル
ー
ル
」
の
対

象
圃
場
（
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

対
象
圃
場
）
に
つ
い
て
は
Ｒ
４
年
度
か

ら
５
年
間
の
間
に
水
稲
作
付
・
湛
水
管

理
・
ま
た
昨
年
か
ら
連
作
障
害
を
回
避

す
る
取
り
組
み
等
（
土
壌
改
良
資
材
・

薬
剤
散
布
等
）
い
ず
れ
か
を
一
度
だ
け

実
施
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
段
階
の
機
構
契
約
に
お
い
て
も
、

受
け
手
が
い
ず
れ
か
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
広
報
や
回
覧
等
利
用
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
対
象
者
の
み
な
さ
ま
に

周
知
・
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
12
．
農
地
中
間
管
理
機
構
契
約
の
賃

貸
料
が
10
年
前
と
変
わ
ら
な
い
の
は
何

故
か
。
米
価
高
騰
も
あ
り
見
直
し
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
設
定
金
額
を

決
定
す
る
際
に
Ｊ
Ａ
の
関
与
は
あ
る
の

か
。
で
き
れ
ば
Ｊ
Ａ
側
か
ら
も
金
額

ア
ッ
プ
を
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
12
．
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て

の
賃
貸
料
に
つ
い
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
に
お

い
て
も
農
業
委
員
会
で
毎
年
２
月
に
策

定
さ
れ
る
各
地
域
の
賃
貸
料
情
報
を
参

考
と
し
て
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
基
本
は
出
し
手
・

受
け
手
、
双
方
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
米
価
基
準
で
の
賃
料
決
定
は
、

価
格
変
動
の
際
の
き
め
細
か
な
取
り
決

め
が
必
要
と
な
り
、
双
方
で
の
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
す
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

あ
ま
り
お
勧
め
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
13
．
農
地
契
約
に
関
す
る
事
業
量
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
県
・
市
・
Ｊ

Ａ
の
横
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
な
体
制
に
し
た
方
が
い
い
。

Ａ
13
．
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
（
農
業
公
社
）
か
ら
農
地
契
約

に
係
る
一
部
を
、
横
手
市
再
生
協
議
会

（
市
）
が
委
託
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
で
も

市
と
連
携
の
下
、
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
特
性
を
活
か
し
た
農
地
契
約
業
務
の

効
率
化
と
利
用
者
の
皆
様
の
利
便
性
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
14
．
１
日
農
業
バ
イ
ト
ア
プ
リ
「
ｄ

ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
携

帯
で
読
み
込
め
な
か
っ
た
事
が
あ
る
の

で
改
善
を
望
む
。
ま
た
、
ア
プ
リ
の
使

用
方
法
や
内
容
も
周
知
し
て
も
ら
い
た

い
。

Ａ
14
．
機
種
に
よ
っ
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
際
は
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
デ
イ
ワ
ー

ク
」
と
検
索
し
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
各
部
会
の

講
習
会
等
を
利
用
し
た
ア
プ
リ
の
普
及
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活
動
と
広
告
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
15
．
横
手
市
職
員
の
副
業
が
認
め
ら

れ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
担
い
手
支
援

室
の
無
料
職
業
紹
介
事
業
と
連
携
し
て

職
業
紹
介
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
と

思
う
。
ぜ
ひ
地
元
地
域
の
労
働
力
に
貢

献
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
15
．
横
手
市
で
は
３
年
前
か
ら
、
当

Ｊ
Ａ
で
は
４
年
前
か
ら
職
員
の
副
業
を

認
め
る
制
度
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
現

在
、
副
業
希
望
者
に
は
無
料
職
業
紹
介

所
に
も
同
時
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
横
手
市
に
は
定

期
的
に
求
人
情
報
を
お
つ
な
ぎ
す
る
な

ど
の
連
携
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
副
業
を
認
め
て
い
る
他
業

種
も
あ
り
ま
す
の
で
事
業
間
連
携
の
下
、

新
た
な
農
業
就
労
モ
デ
ル
の
普
及
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
16
．
農
作
業
受
託
を
斡
旋
し
て
い
る

機
関
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
16
．
現
在
管
内
で
は
、
農
作
業
受
託

の
み
を
行
っ
て
い
る
法
人
組
織
や
、
作

業
を
斡
旋
す
る
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
地
域
で
作
業
受
託
を
し
て
い

る
認
定
農
家
や
法
人
は
あ
る
程
度
、
認

識
し
て
お
り
条
件
次
第
で
は
紹
介
で
き

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
17
．
農
業
の
後
継
者
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
管
内
で
は
毎

年
ど
れ
く
ら
い
の
新
規
就
農
者
が
い
る

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
17
．
令
和
２
年
か
ら
５
年
間
で
延
べ

２
５
９
名
の
方
が
新
た
に
農
業
関
連
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
（
県
調
査
報
告
よ

り
）。

　

内
、
純
然
た
る
新
規
就
農
者
と
な
る

と
、
５
年
間
で
24
名
程
度
と
思
わ
れ
ま

す
（
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
校
卒
業

生
）。
引
き
続
き
新
規
就
農
者
の
確
保

と
就
農
定
着
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
践
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
18
．
地
域
全
体
の
将
来
像
を
見
据
え

た
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
の
か
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
18
．
地
域
計
画
は
１
度
策
定
さ
れ
た

ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
策
定
さ
れ
た
計

画
を
１
年
ご
と
に
振
り
返
り
、
地
域
の

話
し
合
い
を
継
続
し
て
行
い
、
目
指
す

べ
き
地
域
農
業
の
姿
を
具
体
化
し
て
完

成
度
を
高
め
て
い
く
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
関
係
機
関
と
共
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

③
金
融
共
済
部
門

Ｑ
19
．
窓
口
で
税
金
を
払
う
際
に
な
ぜ

伝
票
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
簡
単
に
で
き

な
い
の
か
。

Ａ
19
．
税
金
の
金
額
や
納
期
等
を
納
付

書
と
照
合
し
、
確
実
に
手
続
き
さ
せ
て

頂
く
為
に
お
客
様
か
ら
の
伝
票
へ
の
記

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
上
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

税
金
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
口
座
振

替
も
大
変
便
利
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
支
店
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｑ
20
．
支
店
で
お
金
を
お
ろ
す
際
、

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
。
簡
素
化
で
き
な
い
も
の
か
。

Ａ
20
．
お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
て
い

る
大
切
な
資
金
で
す
の
で
、
慎
重
に
お

取
り
扱
い
す
る
た
め
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

強
化
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
信
用
新

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
お
客

様
に
作
成
し
て
い
た
だ
く
Ｑ
Ｒ
伝
票
等

に
よ
り
窓
口
職
員
の
操
作
負
担
は
軽
減

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
体

制
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
手
続
き
も
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
21
．
民
間
の
保
険
会
社
で
は
、
医
療

費
の
領
収
書
を
ス
マ
ホ
で
読
み
取
っ
て

送
信
す
れ
ば
、
請
求
か
ら
振
込
ま
で
完

結
す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
Ｊ

Ａ
共
済
も
こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

Ａ
21
．
Ｊ
Ａ
共
済
ア
プ
リ
「
Ｗ
ｅ
ｂ
マ

イ
ペ
ー
ジ
」
に
ご
登
録
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
院
・
手

術
の
共
済
金
に
つ
い
て
請
求
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
請
求
手
続
き
に

は
使
用
条
件
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
各
支
店
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
管
理
部
門

Ｑ
22
．
立
体
駐
車
場
の
Ｊ
Ａ
利
用
者
は

い
つ
で
も
１
時
間
無
料
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
22
．
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
は

一
部
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
所
有

者
も
い
る
た
め
、
管
理
組
合
が
一
括
管

理
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
利
用

方
法
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ
23
．
令
和
６
年
度
の
当
期
剰
余
金
が

著
し
く
低
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
配

当
を
出
さ
ず
事
業
で
返
す
と
の
組
合
の

考
え
だ
が
、
年
々
組
合
員
の
中
で
も
事

業
を
利
用
し
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
出
資
配
当
は
し
な
い

の
か
。

Ａ
23
．
令
和
６
年
度
決
算
で
は
、
事
業

利
益
２
１
７
，
０
４
４
千
円
を
計
上
し

事
業
に
お
け
る
収
支
は
決
し
て
悪
く
な

か
っ
た
も
の
の
、
拠
点
別
の
収
支
を
把

握
し
減
損
会
計
を
適
用
し
た
と
こ
ろ
、

特
別
損
失
の
部
に
お
い
て
２
２
０
，

４
２
５
千
円
の
減
損
損
失
を
計
上
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、当
期
剰
余
金
は
３
６
，６
７
８ 

千
円（
前
年
比
１
９
３
，４
８
０
千
円

減
）と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
共
同
乾
燥

施
設
、
拠
点
支
店
等
の
建
物
の
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
・
更
新
対
策
、
ま
た
、
数

多
い
農
業
施
設
等
の
減
価
償
却
費
、
減

損
会
計
に
よ
る
多
額
の
損
失
計
上
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
当
組

合
の
大
き
な
課
題
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。
農
業
施
設
等
を
維
持
す
る
こ
と
に

よ
り
農
業
生
産
、
ひ
い
て
は
農
業
所
得

増
大
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
課
題
解
決

し
た
際
は
、
法
令
や
税
制
を
踏
ま
え
具

体
的
に
配
当
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
拠
点
収
支
改
善
に
向
け
、
エ
リ
ア

化
構
想
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

早
期
に
課
題
解
決
と
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
Ｊ
Ａ
事
業
の
ご
理
解
と
ご
利
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ＪＡ秋田ふるさと無料職業紹介所稼働状況について 令和８年４月27日現在

介
護
員
日
記
Vol.40

作目
区分

当月有効求人 紹介実績 現在の
有効求人数
③＝①－②

有効求人情報
作業内容・品目等 特記事項

JA管内活用状況件数 求人数
① 紹介数 うちマッチング成立

②

水　稲 16 30 31 10 20 作業全般 ◆求人情報はＪＡホー
ムぺージで毎週更新
のほか横手市各地域
局にも掲示していただ
いております。
◆１日農業バイトアプ
リのマッチングが好調
です。スポットの求人
にはぜひアプリ活用を
ご検討ください。
➡アプリはお手持ちの
スマートフォンで【デイ
ワーク】と検索

アプリ登録農家 40

果　樹 3 3 0 0 3 りんご、ぶどう うち求人募集 6

野　菜 9 21 2 0 21 きゅうり、ほうれん草、
ねぎ、西瓜 仕事登録数 35

花　卉 2 2 4 2 0 募集人員 68

菌　茸 0 0 0 0 0 椎茸 応募人員 70

その他 6 10 4 0 10 種苗、養豚、水稲プラス
野菜など複合品目 マッチング 58

計 36 66 41 12 54 マッチング率 18.2％ マッチング率　85.3%
※求人数には、マッチングに至らず求人期間が経過したものや個別に労働力を確保して取下げられた数は含まれておりません。

厚生労働大臣届出受理番号
05-特-000016担い手支援室内 無料職業紹介所

〒013-0036 秋田県横手市駅前町６番33号　TEL 0182-35-2659　FAX 0182-35-2699

ケアマネ・ヘルパー・ショートステイ・デイサービス・福祉用具の５つの介護サービスを展開中！
〒013-0102 横手市平鹿町醍醐字道中後28番地1代表 ☎（0182）56-0292

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
気
持
ち
の
い
い
快
晴
。
鳥
海
山

も
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

前
日
ま
で
の
強
風
も
止
ん
で
、
絶
好
の
花
見
日

和
！
と
い
う
事
で
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
も
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

横
手
市
内
は
こ
の
時
ま
さ
に
満
開
。
横
手
城
・
条

里
な
ど
の
コ
ー
ス
を
廻
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
満
開

の
笑
顔
を
い
た
だ
き
、
職
員
に
と
っ
て
も
、
嬉
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
花
見
は
タ
イ
ミ
ン
グ
ば
っ
ち
り
で
し
た

ね
♥

「
花
見
ド
ラ
イ
ブ
」
楽
し
み
ま
し
た

令
和
８
年
４
月
13
日（
月
）
快
晴

インスタはこちらから→

お城山から市内を望み
「次はあっちさ行ってみねが～」

車窓からの眺めもイイしゃ～♪

農業労働力を受け入れる側の体制整備について　ワンポイント情報

ととのえていますか？　～労働基準法で作成が義務付けられている法定３帳簿～

①労働者名簿（氏名、生年月日、　性別、住所、従事する業務、雇入・退職年月日など）
②賃 金 台 帳（賃金計算の基となる帳簿：賃金計算期間、労働日数、労働時間数、手当額、控除額など）
③出 勤 簿（労働時間を記録した帳簿：出勤日、　出勤日毎の始業・終業時間、休憩時間、残業時間など）
上記帳簿の保存年限はいずれも３年間、必須項目の記載があれば様式は任意です。
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ライフアドバイザーのご紹介

　今年度、みなさまへ訪問させていただくライフアドバイザー
（ＬＡ）をご紹介いたします。当ＪＡでは、管内を第１～第
３に分けたブロック制をＬＡ活動に導入し、支店や業務の垣
根を超え幅広いサポートを提供できるよう努めてまいります。

　組合員・
利用者のみ

なさまに親

近感を持っ
て接して頂

けるように
、

すべてのＬ
Ａが似顔絵

イラストを

作成し、名
刺や訪問資

材へ汎用的

に活用して
います。

山内担
当 フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
皆
様
の
お
宅
に

お
伺
い
し
ま
す
！

高
たかはし

橋　香
か な

菜

横手支店

訪
問
活
動
を
通
じ
て

皆
様
の
お
力
に
な
れ
ま
す
よ
う

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

金沢支
店親

切
・
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て

頑
張
り
ま
す
！

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

髙
たかはし

橋　将
しょうへい

平

伊
いと う

藤　瞬
しゅん

雄物川支店

皆
様
の
安
心
で
き
る
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

共
済
以
外
の
こ
と
で
も
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

藤
ふじわら

原　瑠
る か

夏

遠
えんどう

藤　香
か な こ

那子

蔦
つたや

谷　加
か な こ

奈子佐
さとう

藤　加
か な

菜

第１ブロック

第２ブロッ
ク

第２ブロッ
ク 髙

たかはし

橋　志
し ほ

歩

大
おおひなた

日向　桃
ももこ

子髙
たか だ

田　貴
き わ こ

和子

横手・金沢・山内地区

佐
さとう

藤　由
ゆ か

佳

小
こ ま つ や

松谷　絵
え り こ

梨子

雄物川・大雄・
大森地区

佐
さ さ き

々木　圭
けいすけ

輔

佐
さと う

藤　直
なおゆき

之
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第３ブ
ロック

十文字支
店

ご
契
約
者
の
フ
ォ
ロ
ー
活
動
に

支
店
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
！

平鹿支店

日
々
の
訪
問
活
動
を
大
切
に
し
、

み
な
さ
ま
と
同
じ
目
線
で
不
安
を

解
消
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
！

増田支店

み
な
さ
ま
に
安
心
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
、

笑
顔
で
訪
問
い
た
し
ま
す
！

大雄支
店

一
つ
一
つ
の
訪
問
機
会
を
大
切
に

日
々
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
！

大森支店
ご
加
入
中
の
共
済
保
障
点
検
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
！

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

伊
いとう

藤　杏
あ み

美 菊
きく ち

池　明
あ す か

日香

佐
さとう

藤　望
のぞみ

藤
ふじ た

田　大
だいき

樹髙
たかはし

橋　快
かい

吉
よし だ

田　新
あらた

太

平鹿・
十文字

・増田
地区

髙
たかはし

橋　千
ちはる

春

加
かと う

藤　知
ち み

美

柿
かきざき

﨑　智
ち え み

恵美

杉
すぎやま

山　翔
しょう

中
なか の

野　理
り こ

子

半
はん だ

田　麻
あさみ

美

木
きむ ら

村　里
り か

花

斉
さいとう

藤　諒
りょうた

太

髙
たかはし

橋　奈
な お み

緒美

柿
かきざき

崎　幸
さちこ

子

柿
かきざき

崎　菜
な ち こ

智子
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ふ
る
さ
と
の
民
話

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。

　

昔
む
が
し
、
あ
る
村
さ
、
い
つ
も

お
道ど

げ化
で
、
皆み

ん
な
ど
ご
楽
し
ま
せ

で
る
爺
様
が
え
だ
け
ど
。

　

田
植
え
の
頃
、
爺
様
が
隣
町
さ
用

足
し
に
行
く
途
中
、
女お

な
ご

だ
ぢ
が
大
声

で
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
並
ん
で
田
植

え
し
て
え
だ
け
ど
。「
あ
ら
、
や
じ

ま
げ
だ
。
あ
の
女
だ
ぢ
に
捕
ま
っ
て

話
っ
こ
せ
が
ま
れ
れ
ば
、
何
時
、
隣

町
さ
着
ぐ
が
わ
が
ら
ね
ゃ
」
ど
思
っ

て
、
彼あ

っ
ち方

の
方
向
い
で
、
知
ら
ね
ゃ

ふ
り
し
て
、
こ
そ
こ
そ
ど
通
り
過
ぎ

る
ご
ど
ぇ
し
た
け
ど
。

　

し
た
ど
も
、
一
番
騒や

が
ま々

し
い
姉あ

ね
こ御

に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
て
、「
何ど

ご処

さ
行
く
け
な
爺
様
。
ひ
と
っ
つ
、
面お

も

白し
れ

ぇ
話
っ
こ
、
語
っ
て
い
げ
」
っ
て

せ
が
ま
れ
で
、
足
止
め
さ
せ
ら
ぇ
で

し
ま
っ
た
け
ど
。

が
「
お
前
の
婆
ん
ば
、
餅
米
蒸
け
た

ど
っ
て
お
前
ど
ご
探
し
て
だ
け
ど
。

早
ぐ
戻
っ
て
、
餅
搗
ぎ
す
る
ん
だ
」
っ

て
言
う
け
ど
。「
そ
れ
だ
ば
、
買
い

物
の
途
中
だ
ど
も
、
止
め
で
戻
る

べ
っ
た
」
っ
て
言
っ
て
、
大
急
ぎ
で

家
さ
戻
っ
た
け
ど
。

　

家
さ
着
い
で
み
だ
ば
、
婆
様
は
「
そ

ん
た
ご
ど
、
何
ぇ
も
頼
ん
で
ね
ゃ
」
っ

て
、
ま
だ
鍋
も
掛
げ
で
ぇ
ね
ゃ
け
ど
。

　

次
の
日
、
爺
様
は
昨
日
の
田
植
女

だ
ぢ
が
ら
「
腐
れ
爺
っ
こ
、
よ
ぐ
も

騙
し
て
け
だ
な
」
っ
て
、
か
が
ら
え

だ
け
ど
。「
何
え
で
が
。
お
前
達
が
、

何
ぇ
で
も
え
ぇ
が
ら
し
ゃ
べ
れ
っ
て

言
う
が
ら
、
し
ゃ
べ
た
ま
で
の
話

だ
」
っ
て
、
と
ぼ
け
だ
け
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

　

爺
様
、「
五
平
の
婆
ん
ば
、
病
気

悪わ

り
ぐ
な
っ
た
な
で
、
医
者
ど
ご
呼

び
に
行
ぐ
ど
ご
だ
」
っ
て
言
っ
て
、

ど
ん
ど
ど
逃ね

げ
で
行
っ
た
け
ど
。
そ

れ
を
聞
い
だ
一
人
が
「
五
平
の
婆
様

は
オ
ラ
の
親て

ま
わ
り戚

だ
。
田
植
え
ど
ご
ろ

で
ね
ゃ
。
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
ど
行
っ
て
み

る
べ
」
っ
て
、
田
が
ら
上
が
っ
て

性ど
し
め
が急

し
て
行
っ
て
み
だ
ど
。
し
た

ば
、
婆
様
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
、
明
日

の
田
植
え
の
間た

ば
ご食

の
準し

ま
つ備

し
て
だ
け

ど
。「
な
え
だ
、
婆
様
。
く
た
ば
っ

て
な
の
居
ね
ゃ
し
ゃ
」
っ
て
安
堵
し

た
ば
、、
婆
様
は
女
だ
ぢ
さ
「
こ
の

忙
し
い
時
、
何
ぇ
し
て
る
。
ち
ゃ
っ

ち
ゃ
ど
田
植
せ
」
っ
て
、
怒
鳴
ら
え

だ
け
ど
。

　

爺
様
が
隣
町
さ
着
い
だ
ば
、
村
の

仁
介
の
女か

が房
ど
会
っ
た
け
ど
。
爺
様

●
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
花
を
花
束
に
爽
や

か
な
表
紙
で
し
た
。「
４
月
生
ま
れ
の
バ
ァ

ち
ゃ
ん
（
豆
大
福
さ
ん
）、
の
私
に
！
」
と

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

大
雄　

Ｐ
．Ｎ 

豆
大
福
さ
ん
（
83
）

●
待
ち
に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
ね
。

山
野
草
、
桜
、
新
入
生
、
新
社
会
人
、
み
ん

な
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
え

ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
楽
し
い
気
分
に
な
れ

る
季
節
で
す
ね
。

雄
物
川　

Ｐ
．Ｎ 

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
（
74
）

●
日
本
茶
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
若
い
時
か
ら
お

茶
が
大
好
き
で
良
く
飲
ん
で
い
ま
す
。
お
茶

の
種
類
や
健
康
効
果
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

横
手　

Ｐ
．Ｎ 

ふ
ん
わ
り
さ
ん
（
74
）

●
「
推
し
れ
し
ぴ
」
で
使
用
し
て
い
た
ほ
う

れ
ん
草
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
た
い
こ

と
と
、
洋
風
味
噌
汁
が
斬
新
な
の
で
試
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
府　

小
森　

光
男
さ
ん
（
37
）

●
毎
号
、
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
民
話
は
、
ク
ス
ッ
と
し

て
ホ
ッ
コ
リ
と
し
た
お
話
で
面
白
か
っ
た
で

す
。

大
森　

Ｐ
．Ｎ 

と
う
ふ
や
さ
ん
（
67
）

●
再
話
／
中
川
文
子　

●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

道
化
爺
さ
ま
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（ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　食農販促課　行）

①クロスワードパズルの答え

②住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　
⑥該当する組合員区分　※○をつけてください

　正組合員・正組合員家族・准組合員・員外

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

【応募方法】
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーに掲載させていた
だく場合がございます。

【応募先】
〒013-0205　横手市雄物川町今宿字前田面20
ＪＡ秋田ふるさと　広報担当
またはＪＡ秋田ふるさとホームページ
http://www.akita-furusato.or.jp/からでもОＫ。
（「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）

■４月号の答え／ハナフブキ
■４月号の当選者／
小田嶋　龍子さん
PN.ちこさん
照井　義昭さん
■応募総数／117通
■正解者数／117通

ビタミンCが豊富で免疫力向上！

【締　切】５月25日（月）当日消印有効

お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で

簡
単
に
作
れ
る
の
で

毎
日
の
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
に

ピ
ッ
タ
リ

ＡＧＦ
ちょっと贅沢なコーヒー店

ブラックギフト
３名様にプレゼント

４月号のプレゼントは『日清オイリオヘルシーオイルギフトセット』

タテのカギ ヨコのカギ

1	 女性同士のきょうだい
4	 トーシューズをはいて踊

ります
7	 風呂場でお湯をためると

ころ
9	 太古から人間に飼われて

いる動物
10	 表の反対側
11	 端午の節句に――餅を食

べた
13	 日本三大祭りのひとつ、

――祭。東京で5月にお
こなわれます

15	 ――ベース、アット――
16	 釣り人がじっと見るもの
17	 川を渡るためにかけます
18	 そろそろ行かないと !　

タイム――だよ
20	 Ｓが小ならМは
21	 ５月４日は――の日。国

民の祝日です

1	 端午の節句に風呂の湯へ
入れます

2	 変わると寝つけない人も
います

3	 岩の多い海岸のこと
5	 現在の元号です
6	 アルファベットの14番目
8	 安、実、宝に共通の部首
12	 漢字では羊歯などと書く

植物
13	 車のこと。――ナビ
14	 つくね、ハツ、砂肝とい

えば
15	 キャッチャーともいいま

す
16	 ゴルフクラブの種類のひ

とつ
17	 童謡「ぶんぶんぶん」で

飛ぶもの
19	 ウサギのものは長め



移行日：令和８年６月１日（月）
【移行後の店舗に伴うQ＆A】

Ｑ：融資に関する相談はどうなりますか？
Ａ：お手数をおかけいたしますが、金沢支店については横手支店、増田支店に
　　ついては十文字支店にて承ります。
Ｑ：何か手続きすることはありますか？
Ａ：お客様からの手続きは一切ございません。

秋田ふるさと農業協同組合
●横手支店 ☎32-1331　●山内支店 ☎53-2121　●金沢支店　 ☎37-2122　●平鹿支店 ☎24-2331　●雄物川支店 ☎22-3240
●大雄支店 ☎52-2511　●大森支店 ☎26-2059　●十文字支店 ☎42-1011　●増田支店 ☎45-2030　●融資課　　 ☎35-2662
●横手支店 ☎32-1331　●山内支店 ☎53-2121　●金沢支店　 ☎37-2122　●平鹿支店 ☎24-2331　●雄物川支店 ☎22-3240
●大雄支店 ☎52-2511　●大森支店 ☎26-2059　●十文字支店 ☎42-1011　●増田支店 ☎45-2030　●融資課　　 ☎35-2662

ご利用のみなさまにはより良いサービスをお届けできるよう努めてまいります。
今後とも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

金沢支店・増田支店の貸出業務を集約します金沢支店・増田支店の貸出業務を集約します

お
知
ら
せ

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
食
農
販
促
課　

　

こ
ん
ぷ
り
ち
ぇ
倶
楽
部
事
務
局

　

☎
０
１
８
２
―

２
３
―

６
５
４
０

■
野
菜
作
り
方
講
習
会　

秋
～
越
冬
編

　

秋
か
ら
越
冬
の
野
菜
作
り
方
講
習
会

を
開
催
し
、
秋
野
菜
全
般
の
上
手
な
作

り
方
や
野
菜
作
り
の
疑
問
に
お
応
え
し

ま
す
。

講　

師　

㈲
高
橋
種
苗
園

　
　
　
　
　

取
締
役
統
括
部
長

　
　
　
　
　
　
　

細　

谷　
　

潔　

氏

日　

時　

令
和
８
年
６
月
19
日（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

場　

所　

よ
こ
て
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ
ス

　
　
　
　

３
Ｆ
会
議
室

参
加
費　

無
料

定　

員　

60
人（
お
申
込
み
先
着
順
）

備　

考　

日
頃
困
っ
て
い
る
事
な
ど
事

前
に
お
聞
き
で
き
れ
ば
確
実
に
お
答
え

で
き
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
担
当

へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
（
も
ち
ろ
ん
当
日

で
も
結
構
で
す
）。

※�

筆
記
用
具
・
飲
み
物
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
１
会
場
の
み
と
な
り
ま
す
。

※�

12
月
頃
に
「
春
～
夏
編
」
を
実
施
予

定
で
す
。

問�

６
月
８
日（
月
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※�

当
日
や
む
を
得
ず
欠
席
す
る
場
合
は

食
農
販
促
課

　
（
０
１
８
２
―

２
３
―

６
５
４
０
）
へ

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

■
２
０
２
６
初
夏

　
「
歩
こ
う
会
」
開
催

　

～
羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
散
策
～

日　
　

時　

令
和
８
年
６
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行

　
　
　
　
　
午
前
８
時
15
分　

受
付
開
始

集　
　

合　

羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
　
　
　
　

駐
車
場

　
　
　
　
　
（
住
所
：
横
手
市
大
森
町

� 


持
向
２
０
９
）

会　
　

費　

５
０
０
円

持
ち
物　

靴
、雨
具
、タ
オ
ル
、飲
み
物

定　
　

員　

30
人

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
限　

令
和
８
年
５
月
29
日（
金
）

行　
　

程

　

８
時
15
分　

受　

付

　

８
時
30
分　

開
会
式
・
ス
タ
ー
ト

　

10
時
30
分　

ゴ
ー
ル

　

10
時
30
分　

施
設
内
レ
ス
ト
ラ
ン
軽
食

　

11
時　
　
　

解
散

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
軽
食
は
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
で
す
。

※�

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
内
で
山
菜
採
り

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

■
こ
ん
ぷ
り
ち
ぇ
倶
楽
部

　

令
和
８
年
度
第
１
回 

男
の
料
理
教
室

日　

時　

６
月
６
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
）

場　

所　

横
手
支
店
２
階
調
理
室

内　

容　

地
域
の
伝
統
食
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
『
笹
巻
』

定　

員　

12
人

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

スマホメールでの
お申込み
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理事会だより
【第１回定例理事会】
令和８年４月30日（木）
報告事項（抜粋）
■令和８年度ＪＡ秋田ふるさと民
間流通米集荷推進本部の設置に
ついて
■令和８産米「ふるさとｅｃｏら
いす」取り組み要領の設定につ
いて
■令和７年産ＪＡ直売米取引先別
販売状況について
■農畜産物の販売状況について
■令和７年度決算方針・会計基準
等にもとづく主要決算処理内容
について
■令和８年度の職員採用方針につ
いて

議案（抜粋）
■令和８年度固定資産の取得につ
いて（４件）
■令和７年度資産自己査定結果及
び貸倒引当金繰入等について
■令和７年度貸借対照表、損益計
算書、剰余金処分案、注記表、
事業報告、付属明細書について
■第28回通常総代会開催について

葬儀に関する不安や悩みはございませんか？

HP／https://ja-sousai-agulemu.com/

㈱ふるさと葬祭アグレム
TEL/0182-52-3930承ります

24時間受付 安置室完備年中無休

■
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
直
売
の
会

　
「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」

　

新
規
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

直
売
所
へ
出
荷
し
て
み
た
い
方
、
新

規
就
農
の
方
、
販
路
拡
大
を
お
考
え
の

方
は
、「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」
に
出
荷

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○�

イ
オ
ン
Ｓ
ｕ
Ｃ
横
手
南
店
は
３
６
５

日
休
ま
ず
営
業
！

○
平
鹿
病
院
店
も
週
２
回
営
業
中
！

　

※
12
月
～
５
月
は
週
１
回

問
営
農
経
済
部　

食
農
販
促
課

　

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
直
売
の
会

　
「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」
事
務
局

　

電
話
番
号

　

０
１
８
２
―

２
３
―

６
５
４
０

■
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
直
売
の
会

　
「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
フ
ト
ギ
フ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　

手
土
産
に
、
贈
答
に
、
イ
ベ
ン
ト
景

品
に
、「
ふ
る
さ
と
安
心
畑
」
や
イ
オ

ン
店
内
で
購
入
さ
れ
た
商
品
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
ラ
フ
ト
ギ
フ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
詰
め

込
ん
で
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

イ
オ
ン
Ｓ
ｕ
Ｃ
横
手
南
店
「
ふ
る
さ

と
安
心
畑
」
売
場
に
て
絶
賛
販
売
中
。

サイズＬ・Ｍ・Ｓ＝各150円（税込み）
ＢＯＸのみの値段

■広報誌４月号お詫びと訂正
　当誌４月号Ｐ３「新採用職員紹介」・Ｐ14「退職者のお知らせ」において、
配属部署に誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。

Ｐ14
正）　髙橋大（十文字支店）
誤）　髙橋大（経営対策部）

Ｐ３
正）十文字支店　　　　　沓澤果奈
誤）十文字営農センター　沓澤果奈

1919 JA通信JA通信 2026.2026. 55



発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／食農販促課　〒013-0205 横手市雄物川町今宿字前田面20
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-23-6540
FAX ／ 0182-23-6501
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

JA通信

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

営農経済部からのお知らせ

（2026年３月末現在）

組合員数 	  17,436人
（正組合員）	  11,232人
（准組合員）	  6,204人
貯金 	  1,274億1,884万円
貸付金 	  479億6,207万円
購買品取扱高 	  66億3,368万円
販売品取扱高 	  328億5,382万円
共済保有高（保障） 	  2,999億703万円

　

農
業
に
関
わ
る
職
業
の
た
め
、
元

旦
が
「
年
明
け
」
と
い
う
よ
り
も
、

米
作
り
が
始
ま
る
４
・
５
月
に
「
今

年
も
は
じ
ま
る
な
ぁ
」
と
思
う
私
で

す
。
お
米
を
取
り
巻
く
話
題
は
尽
き

ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も
事
故
な
く
安

全
に
出
来
秋
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。	（
さ
）

　
「
は
種
」
こ
の
職
業
に
就
く
ま
で
、

聞
い
た
こ
と
が
な
い
言
葉
で
し
た
。

田
ん
ぼ
を
行
っ
て
い
る
農
家
さ
ん
は

当
た
り
前
で
あ
ろ
う
米
の
種
ま
き
も
、

行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
機
械
も
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｊ
Ａ

で
は
昨
年
か
ら
米
出
荷
契
約
の
一
斉

訪
問
活
動
を
行
い
、
お
米
農
家
さ
ん

が
沢
山
い
る
の
だ
と
実
感
ま
し
た
。

	

（
み
）

□事業の目的／横手市産の農産物等を活用し、６次産業化に取り組む際の経費の一部を補助します。
□対 象 者／市内の農業者、農業法人、農業団体、農業者と連携する事業者等
□補 助 要 件／①横手市産の農産物等を原材料とすること。
　　　　　　　②６次産業化の推進を行う事業であること。
　　　　　　　③販路拡大や原材料の生産拡大が見込まれること。
　　　　　　　④当該事業に対し、他の機関（国・県等）から補助を受けていないもの。
　　　　　　　⑤その他、６次産業化推進において審査会が特別に必要と認める場合。
　　　　　　　※交付決定前の事前着手は、補助の対象としない。
□交付条件および補助率／

■横手市からのお知らせ

令和８年度　横手市６次産業化推進支援事業補助金の募集を開始しました

ソフト事業 ハード事業

交付条件

・加工品のデザイン開発に要する経費
・�加工品等の生産、流通及び販路開拓に関する
調査に要する経費

・�加工品等開発のための研修その他人材育成に
要する経費

・加工品等の成分分析に要する経費

・�農産物等を加工するための施設の新設および
改修、設備の購入および機器設置等に要する
経費

補助率 30万円を上限とし、対象経費（消費税を除く。）
の1/3以内。

50万円を上限とし、対象経費（消費税を除く。）
の1/2以内。
※�ソフト事業、ハード事業ともに千円未満切捨
て。また一回の申請に対し補助額は50万円を
上限とする。

□補 助 決 定／書類審査後、審査会（６月下旬）を経て補助決定となります。
□申 込 期 間／令和８年５月１日（金）から６月５日（金）まで
　　　　　　　※持参の場合は、平日の午前８時30分から午後５時までに申請をお願いします。
　　　　　　　※事業内容や提出書類等についての確認が必要ですので、必ず事前にご相談ください。
□問 合 せ／横手市農林部食農推進課（横手市園芸振興拠点センター内）
　　　　　　　TEL 0182-35-2267
□市 Ｈ Ｐ／https://www.city.yokote.lg.jp/shigoto/1001165/1001371/1005227.html

（横手市ＨＰ）
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